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授業概要  

 

本授業では、グループに分かれて、さまざまな専門・公共図書館へ行って、資料の収集・保存・に関するフ

ィールド調査を行い、その評価を行う。フィールド調査には、現地視察や職員へのインタビューなどが含まれ

る。授業後半には調査結果及び評価に関するプレゼンテーションを行う。 

授業計画  
 
第 1回 秋期授業ガイダンス個人・グループによる調査方法について 

第 2回 専門図書館の機能専門図書館の機能 ① 

第 3回 専門図書館の課題② 個人・グループの調査対象図書館の確定 

第 4回 専門資料③ 調査計画の検討・資料収集、調査計画案作成（グループ活動） 

第 5回 インタビューの極意、調査計画の検討・資料収集 

第 6回 情報提供、発表順の抽選、グループ調査進行状況チェック 

第 7回 プレゼン資料作成の極意、資料作成・現地調査等  

第 8回 グループ活動、現地基本調査の報告書（宿題）の提出  

第 9回 プレゼンの極意、グループ調査進行状況チェック 

第 10回 グループ活動・資料作成等 

第 11回 プレゼンのリハーサル、グループ調査進行状況チェック（予備） 

第 12回 グループ・プレゼンテーション① プレゼンの実践と評価 

第 13回 グループ・プレゼンテーション② プレゼンの実践と評価 

第 14回 現地調査、プレゼン、レポートなどについてのまとめ（予備） 

第 15回 専門図書館および情報資源等まとめ（試験対策） 

第 16回 総まとめ（筆記試験） 
 

到達目標  

 

現地調査や図書館司書へのインタビューを通して、各専門図書館の実際や課題を自分の体験として理解す

ることを目標とする。また、プレゼンテーションをグループで行うことにより、他者との協働、図書館の利用

法や検索方法、情報機器の活用法、プレゼンテーションの技術などを学ぶ。 

 

履修上の注意  

 

この授業は数名のグループに分かれて専門図書館のフィールド調査を行い、それをパワーポイントなどに

まとめ、グループでのプレゼンを行う。そのため、授業時間外の活動が入ってくることを了承しておくこと。

授業の前半は講義を行うが、後半からグループや個人による現地調査や班活動がメインになるため、授業へ

の積極的な参加が求められる。なお、前半 5 回の講義レジュメはその前週に配布し、次の授業の初めに確認

クイズを行う。欠席・遅刻が多いと得点が減るので注意すること。 

 

予習復習  

 

授業及びグループ内で決められた課題、宿題、作業等はキチンとこなすこと。 

評価方法  

 

（１） 前半の確認クイズ・個人の現地調査報告書 （20 ％） 

（２） グループ活動・授業への参加と貢献度、グループによるプレゼン・配付資料など （30 ％） 

（３） 筆記試験 （50 ％） 

 

テキスト  

 

なし。必要な資料や参考文献等は、適時提示する。 

 


